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要 旨

本研究は、教育職員免許法施行規則第９条

に養護の専門科目として示される科目「健康

相談活動の理論及び方法」において、演習形

式の授業によって獲得される資質能力等につ

いて把握し、学習の成果と課題を検討するこ

とを目的とした。学生のレポート（１２回分３３６

部）および授業評価の分析、授業概要や教育

課程を分析することにより、以下の諸点をと

らえることができた。

１．受講学生は本授業に対し、意欲を持って

臨むことがうかがえた。また、授業中の教

員の指摘や前時の反省を踏まえ、【養護教

諭役への準備】を行なって臨むことが把握

できた。このことには、全員の前で養護教

諭役となって対応する健康相談活動のロー

ルプレイング演習という授業形式が関わっ

ていることが考えられた。

２．知識の習得がされたことが読み取れたが、

理解が深められたものの、知識技術の不足

が考えられた。しかし、その子どもを理解

し対応するために「健康相談活動」実践に

ついてよく考えることができたといえよう。

３．特に能力向上という点で授業改善の必要

性やより一層の授業の充実が求められるこ

とが把握できた。また、時間配分や教室環

境についても改善の必要性がある。

Ⅰ．は じ め に

養護教諭養成において、養護教諭の健康相

談活動に関する実践力育成のための教育の中

核は、科目「健康相談活動の理論及び方法」

にあり、この科目は、１９９８年に改正された教

育職員免許法（以下，教免法とする）施行規

則第９条の養護に関する専門科目として新設

されたものである。教免法は、その前年１９９７

（平成９）年保健体育審議会答申（以下保体

審答申とする）の指摘１）を踏まえ、現代的課

題に対応できる専門性の高い養護教諭を育て

るという理念のもと、保体審答申に示された

養護教諭の「新たな役割」１）を担保するため

改正された。

１９９７（平成９）年 の保体審答申で「健康

相談活動」とは、養護教諭の職務の特質や保

健室の機能を十分に生かし、児童生徒の様々

な訴えに対して常に心的な要因や背景を念頭

において、心身の観察、問題の背景の分析、

解決のための支援、関係者との連携など心と

体の両面への対応を行う活動である１）とされ、

これが「健康相談活動」の定義となっている。

さて、新設科目である「健康相談活動の理

論及び方法」については、２００３（平成１５）年、

にモデルシラバス２）が示された。本シラバス
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においては、具体的な授業内容や方法、１５回

の展開についても明示されている。

２００６（平成１８）年、日本養護教諭教育学会

では「養護教諭固有の」ということばを加え

た定義が採用３）され、「健康相談活動理論及

び方法」については、余人を以て替えがたい

養護教諭の職務であることが強調された。

また、２００７年文部科学大臣の諮問文理由説

明において、「子どもの心と体の悩みや痛み

に適切に応える健康相談活動を充実・強化し

ていかなければならない」ことが指摘され、

翌２００８（平成２０）年の 中教審答申４）で、保

健室来室者の状況を踏まえ、「養護教諭の行

う健康相談活動がますます重要」４）と提言さ

れた。また、同答申において養護教諭の「現

在の」役割４）が５つ例示され、そのうちのひ

とつが「健康相談活動」とされた。つまり、

「健康相談活動」は現代の子どもの心身の健

康課題に対応するために重要なものであり、

養護教諭にしか担えない重要な役割といえる。

この点からも、養護教諭を目指す学生にとっ

て本科目「健康相談活動理論及び方法」の学

びの効果が期待される。教免法改正の趣旨を

念頭に、どのように養護教諭養成を保障して

いくか、筆者は養成する立場にある者の大き

な責務と捉えている。

しかし、教免法と養護教諭養成に関して、

大谷ら（１９９９）５）の研究をみると、現在の養

護教諭養成教育は、改正の理念に見合った養

護教諭養成を保障しているとは言い難く、多

くの課題があることが報告２）された。また、

養成機関全体における健康相談活動の能力育

成に関し、科目新設された当時の「健康相談

活動の理論及び方法」の開講状況について、

後藤ら（２００６）６）の研究で、科目名の多様さ

や科目内容の不十分さが指摘６）された

また、中教審答申で「養護教諭の行う健康

相談活動がますます重要」と提言４）された一

方で、２００９（平成２１）年４月施行の学校保健

安全法において、「健康相談活動」という語

句は用いられず、これまでの「健康相談」が

拡大されて使われる中で健康相談活動はその

中に含めて扱われるようになった。（財）日

本学校保健会の報告書（２００９）７）で「養護教

諭の行う健康相談」という表記となっており、

「健康相談」と「健康相談活動」の表記にお

いて混乱が生じていることがうかがえる。そ

こで、現代的課題に対応できる専門性の高い

養護教諭を育てるという理念のもとに改正さ

れた教免法上の科目「健康相談活動の理論及

び方法」が、養成教育においてどのように養

護教諭養成を保障しているかを探る意義は大

きいと考えた。

そこで、本研究の目的を、科目「健康相談

活動の理論及び方法」において、演習形式の

授業によって獲得される資質能力等について

把握し、学習の成果と課題を検討することと

した。

Ⅱ．研究対象および方法

２０１０年４～７月、本学（養護教諭一種免許

状課程認定を受けている学際系大学である）

の科目「健康相談活動演習（２年次前期開講

科目・２単位：養護教諭一種免許状取得上選

択科目）」を対象とした。

教免法施行規則の養護専門科目の「健康相

談活動の理論及び方法」について、本学では

２科目４単位分を開講しており、１年次後期

の「健康相談活動の理論及び方法（必修２単

位）」および２年次前期の「健康相談活動演
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習（選択２単位）」がある。なお、「健康相談

活動演習」は２単位であるが、履修指導上、

養護教諭を目指す学生は受講するよう指導し

ており、養護教諭志望学生全員が受講してい

る。

本科目の構成や内容および他の科目とのつ

ながりについて整理し、分析することとした。

また、受講学生２９名（再履修学生１名含む）

が授業終了時に書いた「小レポート」１２回分

（オリエンテーション等を除いた）について

WordMinerを使用して分析した。分析内容

の妥当性については、研究者６名に確認して

もらった。授業評価については、本学ＦＤ委

員会の授業改善アンケート調査結果を活用し

た。

Ⅲ．倫理的配慮

倫理的配慮として、受講学生に対し、第一

回目の授業の中（オリエンテーション）で、

研究の目的および研究概要について説明し、

協力を依頼した。その際に①個人名を出して

結果を公表しないこと、②研究の協力を拒否

する権利があること、③途中から拒否するこ

ともできること、③成績に関係しないこと等

を口頭で説明し全員から了解を得た。

小レポートはデータ化し、鍵のかかる部屋

に保管した。プリントアウトしたものについ

ては、研究に使用したあと焼却処分した。

Ⅳ．結 果

１．教育課程上の位置づけと授業概要

本学の養護教諭養成に関する教育課程を整

理しまとめたものが、図１である。入学まも

ない１年前期から養護教諭に関する専門的な

学習が展開されている。

「健康相談活動演習」は１年次後期開講科

目「健康相談活動の理論及び方法」で健康相

談活動の基本を理解した上で、観察やヘルス

アセスメント、対応や連携についての資質能

力の向上をねらいとし、養護教諭役・子ども

役等のロールプレイング体験を演習しながら

学ぶ科目である。

本科目の到達目標や具体的な展開に関して、

シラバスだけでなく展開表を学生に示した。

なお、「健康相談活動」は保健室の機能を

活かして行うべきものであり、その演習とし

て模擬保健室を使用することが望ましい。本

学では、使用教室が普通教室であるため、授

業開始前に教室の中に、机を利用して布団を

かけ、ベッドに見立てたものを準備し、救急

処置用のワゴン、衝立等を設置し、保健室様

スペースを黒板前に配置して、ロールプレイ

ングを行う工夫している。

１５回の授業計画は、４～３月の一年間の保

健室を想定し、内科的訴えから開始されるも

のや外科的訴えから開始されるもの等に分け

て構成した。受講学生２９名を１２グループに分

け、最初のオリエンテーション時に担当回

（担当月）を展開表に示した。

１回の授業（９０分）は、①ほけんだよりを

用いての保健指導を行なわせてから、②演習

（ロールプレイング）を行なわせ、必ず③振

り返り・小レポートを作成させて終了する。

養護教諭にとっては、子どもの生活の理解が

欠かせないことから、担当回（担当月）の子

どもの様子や学校の状況、生活の理解をはか

れるよう、ほけんだよりを用いての保健指導

を行わせてから、健康相談活動の場面の演習

を行っている。
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２．小レポートの分析

学生全員の小レポートを分析した結果、保

体審答申のキーワードである【心身の観察】

【背景の分析】【養護教諭の職務】【保健室の

機能】【子どもに応じた対応】【関係者との連

携】、また授業に直接に関わる【養護教諭役

への準備】【養護教諭役の課題】【子ども役を

しての感想】【観察者として把握したこと】

【自己課題】【保健指導】【本時の学習課題】

【ほけんだより】、次年度に控えた養護実習

を視野に入れた【養護実習への期待】のカテ

ゴリーが得られた（表１）。

表１ カテゴリー名と分類

分類 カテゴリー名

保健体育審議会答申のキー

ワード

（健康相談活動の定義）

心身の観察

背景の分析

養護教諭の職務

保健室の機能

子どもに応じた対応

関係者との連携

授業に直接関わることがら

養護教諭役への準備

養護教諭役の課題

子ども役をしての感想

観察者として把握したこと

自己課題

保健指導

本時の学習課題

ほけんだより

養護実習に関することがら 養護実習への期待

具体的な記述に着目すると、【心身の観察】

については、「（心身の）観察力があるかない

かで、その子どもへどれだけ深く関われるか

が違うことがわかった」「児童役の〇〇さん

がアピールしていたのに、私は心身の観察で

気づくことができなかった」等の記述が見ら

れた。【背景の分析】については、「背景を分

析するため、理論として頭でわかっていても、

実際に行なうと難しかった」「日常の子ども

の様子がわからないと背景の分析はできない

と思った」等があった。【子どもに応じた対

応】では、「その子どもがすきなことや興味

のあることから、うまく話を引き出し、対応

につなげることがわかった」「この子どもが

どんな受け止め方をするか様子を見ながら、

座る位置やタッチングを工夫した」等であっ

た。【養護教諭役への準備】は、「自分が養護

教諭役になったときのために、今日の留意点

を活かせるよう、十分準備したい」「今回の

反省を次回の養護教諭役に活かせるように備

える」等の記述が挙げられた。

また、【子ども役をしての感想】では、「演

技ではあったが、こう言われたらいやだなと

思い、養護教諭のことばかけの大切さを知っ

た」「子ども役をしていて、目の前で養護教

諭が動揺しているのをみるとすごく不安な気

持ちになった」「タッチングのタイミングも

よく、話し方もやさしくて、安心できる雰囲

気の先生でよかったと思えた。」等の記述が

見られた。

４．授業評価

本学で実施している FD委員会による授業

改善アンケートによる調査結果から、総合的

な判断から「よい授業だと思う」４．８６、「教

員に熱意が感じられた」４．８２、「考え方、能

力、知識などの向上に得るところがあった」

４．７９等、授業評価は概ね高かった（資料１）。

自由記述に着目すると、授業でよかったと

思う点について、「ロールプレイングや保健

指導など実際に養護教諭になった気持ちで毎

回授業に参加できたので意識が高まった」

「ロールプレイングで実践的に学べた」「ロー

ルプレイングを行い、実際に自分でやってみ

ることによって体で覚えることができた」等
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質問3 質問4 質問5 質問6 質問7 質問8 質問9 質問10質問11質問12質問13質問14質問15

授業平均 全体平均 

5.00 

4.80 

4.60 

4.40 

4.20 

4.00 

3.80 

3.60

5:はい 

4:まあまあ 
　そうである 

3:どちらとも 
　言えない 

2:あまりそうとは 
　言えない 

1:いいえ 

質問16 この授業を総合的に判断すると 
　　　 良い授業だと思いますか 

86％ 

14％ 

0％ 

0％ 
0％ 

資料１ 平成２２年度 （前学期）授業改善アンケート調査 個別分析表

質問内容 ① ② ③

質問１ この授業を履修した動機を強い順に３つ選択してください。 ９ ５ １

授業平均 全体平均

質問２ （あなたは）この授業を何回欠席しましたか ０．７０ １．５２

授業平均 全体平均 ５：はい
４：まあま
あそうで
ある

３：どちら
とも言え
ない

２：あまり
そうとは
言えない

１：いいえ

質問３ この授業を意欲的に受講しましたか。 ４．６８ ４．１７ ２０ ７ １ ０ ０

質問４ 内容を理解できましたか。 ４．５４ ４．０６ １６ １１ １ ０ ０

質問５ 考え方、能力、知識、技術などの向上に得るところがありましたか。 ４．７９ ４．１８ ２３ ４ １ ０ ０

質問６ シラバスに授業の目標や授業計画は具体的に示されていましたか。 ４．７１ ４．１４ ２０ ８ ０ ０ ０

質問７ シラバスに成績評価基準と評価方法は具体的に示されていましたか ４．６１ ４．１６ １９ ７ ２ ０ ０

質問８ 教員に熱意は感じられましたか。 ４．８２ ４．３６ ２４ ３ １ ０ ０

質問９ 教え方（教授法）はわかりやすかったですか。 ４．５４ ４．１２ １７ ９ ２ ０ ０

質問１０ 教員の一方的な授業ではなく、コミュニケーションはとれていましたか。 ４．５０ ４．０９ １７ ８ ３ ０ ０

質問１１ 授業はよく準備されていましたか。 ４．６４ ４．２６ １９ ８ １ ０ ０

質問１２ 教員の話し方は聞き取りやすかったですか。 ４．６４ ４．１８ ２０ ６ ２ ０ ０

質問１３ 板書や配布物、提示資料は読みやすかったですか ４．５４ ４．１７ １８ ７ ３ ０ ０

質問１４ 教員は教室内の勉学の環境を良好に保つよう、配慮していましたか。 ４．５０ ４．１６ １６ １０ ２ ０ ０

質問１５ オプション（授業担当教員から指示があります。） ４．４６ ４．１４ １５ １１ ２ ０ ０

質問１６ この授業の総合的に判断すると良い授業だと思いますか。 ４．８６ ４．２７ ２４ ４ ０ ０ ０

※１質問１ 動機の第１理由から第３理由
のうち、もっとも選択数の多かった項目番
号を記載
１）この授業に関心があったから
２）単位が取り易そうだから
３）教員に魅力があったから
４）友達が多く履修しているから
５）自分の専門に関係が深い分野だから
６）幅広い教養を身につけるため
７）先輩に勧められたから
８）他の授業で断れたので仕方なく
９）必修だから
１０）その他
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の【ロールプレイング】に関する記述が多く

みられた（表２）。

授業の改善点としては、【時間配分】【教室】

等、演習の時間の不足や模擬保健室の必要性

が指摘された（表３）。教員が設定した「健

康相談活動における資質能力の課題は何か」

という問には、【コミュニケーション能力】

【判断力 】【処置能力】が挙げられた（表

４）。

カテゴリー 記述例

ロールプレイング ・ロールプレイングや保健指導など、実際に養護教諭になった気持ち
で毎回授業に参加できたので意識が高まった。

・ロールプレイングで実践的に学べた。
・ロールプレイングを行い、実際に自分でやってみることによって体
でも覚えることができた。

・ロールプレイングを通して子どもとの関わり方を学べた。
・養護教諭になりきって健康相談活動を行うことができた。
・ロールプレイング
・体験的な講義により、具体的にどのように行動したらよいか学ぶ事
ができた。

・ロールプレイング中心なので、教科書だけではわからないことがた
くさん学べた。

・養護教諭になるために必要な知識を、実際にロールプレイングを行
うことにより理解できた。

・実際に道具を使ったり、細かい設定のもとでの実践的なロールプレ
イ。

・実際の養護教諭の体験をして、難しいこともあったが、とても充実
した授業になった。

・ロールプレイング
・実際にロールプレイングを行って、養護教諭になったとして、対応
を行う事でいろいろ考えられるのでいいと思った。

知識の習得 ・幅広い知識を身につける事ができた。
・養護教諭の知識をたくさん得る事ができた。

事例 ・留学生の時の対応も行えた事
・事例について全員で検討でき、さまざまな問題がある子どもたちを
想像することができた。

その他 ・養護教諭の資質や必要性について学べた。
・各々で考えて行う授業であるため、自分に足りない側面を自分で見
つけることができた。

・実際の状況での対応を感じながら学ぶ事ができた。
・実践的なところ
・コミュニケーションのとり方を学ぶ事ができた。
・先生の一言一言が心に残るものであった。
・処置の仕方を具体的に教えてくれた。

表２ 問１７ この授業で良かったと思う点。
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カテゴリー 記述例

時間配分 ・時間配分
・もっと時間に余裕がほしい。
・授業時間が足りない。

教室 ・教室について。

その他 ・慣れがでてしまう。
・バリエーションの幅を広げるべき。
・学生同士が互いに厳しくコメントするべき。
・実際に保健室で対処する時に皆に見られないので、前でひとりずつ
行わなくても良いのではないか。過度に緊張する。

カテゴリー 記述例

コミュニケーション
能力

・コミュニケーション能力。
・思いやり。
・声かけ。
・たくさんあるが子どもとのコミュニケーション。
・コミュニケーションはどうとっていくかが課題。
・常にきちんとした問診を行い、基本を忘れずに子どもと向き合い、
言葉のキャッチボールをすること。

・相手に合った対応。
・子どもへの対応力や広い視野。
・子どもの気持ちを理解すること。

判断力 ・判断力。
・もっと判断力が必要。
・予測して診断しない。
・問題の見極め能力。
・状況に応じての判断能力。
・物事をしっかりと見極める力。
・物事を冷静かつ客観的に見る力が必要。

処置能力 ・処置能力。
・手際が課題。
・看護的能力。
・優しさ、冷静な対処。

観察力 ・広い視野で物事を観察すること。

応用力 ・知識や経験を踏まえた応用力。
・さまざまなことに対して、対応する能力、応用力。
・臨機応変に対応すること。

行動力 ・行動力。
・すばやさ。

連携する力 ・他の関係者と連携する力。

知識 ・知識。
・正しい知識。
・専門知識。
・疾病や外傷に関する専門知識。
・外科的な病名などを頭に入れる。

その他 ・たくさんある。

表３ 問１８ この授業で良くなかったと思う点、改善すべきと思う点。

表４ 問１９ 健康相談活動における資質能力についての課題は何か。
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Ⅴ．考 察

１．授業に臨む態度の育成

授業評価およびレポート分析から、受講学

生は本授業に対し、意欲を持って臨むことが

うかがえた。また、レポート分析から、授業

中の教員の指摘や前時の反省を踏まえ、【養

護教諭役への準備】を行なって臨むことが把

握できた。このことには、全員の前で養護教

諭役となって対応する健康相談活動のロール

プレイング演習という授業形式が関わってい

ることが考えられた。

展開表の配布と次時の予告が影響している

ことも考えられ、学生が見通しを持って授業

に臨む必要性があることが指摘できる。

また、意欲的な授業態度の育成には、カリ

キュラム編成もかかわっていることが考えら

れた。前述したように、本学では「健康相談

活動の理論及び方法」科目を、応用科目とし

て養護教諭養成カリキュラムに位置づけてお

り、解剖学、生理学、看護学の知識・技術等

の既習したことがらを生かせることが学生の

意欲につながったことがうかがえた。

「開発研究会モデルシラバス」２）は、健康

相談活動に深く関連する科目を既習したもの

として作成されたものであり、たとえば養護

専門科目では心身相関に関する学習や、解剖

学、生理学、看護学の知識・技術、教職では

教育相談や生徒指導などのカウンセリングの

基礎知識と技術、発育発達論などをすでに学

んだ上での指導を計画すると授業効果があが

る６）ものである。本学においても、このこと

を理解した上でカリキュラムの編成がおこな

われているといえる。

２．養護教諭に必要な資質能力

授業評価から、「考え方、能力、知識、技

術などの向上に得るところがあった」ことや、

授業内容の理解がされており、知識の習得が

されたことが読み取れた。しかし、レポート

分析からは、【心身の観察】の重要性等につ

いて理解が深められたものの、観察のための

知識技術の不足が考えられた。たとえば、

【心身の観察】において、どのような点を観

察すればいいか、緊急度の判断や除外診断を

行うために何が観察点となるかということに

ついては既習事項でもあり、十分な理解がさ

れていたことが考えられた。しかし、演習時

において、目の前の子ども（役の学生）と向

き合ったとき、その子どもの状態と結びつけ

てどうみるか、うまくできなかったことがう

かがえた。特に、限定された場面でのロール

プレイングでは、相対する子どもの日常の様

子を十分に知っているわけではないため、日

常の子どもとどこがどう違うかということを

意識する上で、困難を感じたことがうかがえ

た。しかし、その子どもを理解し対応するた

めに「健康相談活動」実践についてよく考え

ることができたといえよう。

また、授業評価およびレポート分析から、

【子どもに応じた対応】として、子ども（役

の学生）とのやりとりの中で、養護教諭とし

てどう対応しなければならないかを実践的に

学び、工夫していることがうかがえ、ロール

プレイングという演習で学ぶ体験のよさが捉

えられた。

さらにレポート分析から、【子ども役をし

ての感想】において、子ども役を演じる体験

をしなければ、実際に養護教諭の態度やこと

ばづかい、タッチング等について深く理解す
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ることができないことが示された。このこと

は、言い換えれば、子ども役を演じ、子ども

の立場に立つことにより、養護教諭としてど

うすれば子どもを安心させ心を開かせること

ができるかを学ぶことができるということに

なろう。

また、授業評価の自由記述欄から、養護教

諭に必要な資質能力を理解することができた

ことが把握された。養護教諭に何が必要かと

いうことを理解した上で、その必要な資質能

力を身につけることが重要であろう。保健室

では養護教諭がひとりで対応するからこそ、

十分な専門性を身につけておかなければなら

ず、演習はそのための機会である。

３．課題と授業改善の方向性

ロールプレイングを含めた演習によって、

【心身の観察】の重要性についての理解や養

護教諭に必要な資質能力が何かということに

ついては深められたものの、知識や技術がま

だ不足していることを自覚したことが考えら

れた。特に、【背景の分析】について、理論

等の知識を理解していても、目の前の子ども

の状態と結びつけて考えられるかということ

についてできなかったことが把握できた。同

時に、日常の子どもとどこがどう違うかとい

うことを意識しなければならないことを理解

し、「健康相談活動」実践についてよく考え

ることができたといえよう。【子どもに応じ

た対応】では、子ども役とのやりとりの中で

学び工夫していることがうかがえ、ロールプ

レイングという演習で学ぶ体験のよさが捉え

られた。また、【子ども役をしての感想】か

ら、子ども役を体験しなければ、実際に養護

教諭の態度やことばづかい、タッチング等に

ついて深く理解することができないことが示

された。

健康相談活動演習によって、養護教諭の資

質について高められ、必要な能力についての

理解も深められたが、特に能力向上という点

で授業改善の必要性やより一層の授業の充実

が求められることが把握できた。

また、演習ということから時間配分や教室

環境についても改善の必要性が指摘された。

Ⅵ．お わ り に

養護教諭の専門性を大切に、養成教育が養

護教諭の実践のための一灯となることを願い、

授業の改善を目指し、養成教育に力を尽くし

ていきたい。
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